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660 kbのrRNA遺伝子が存在する2種の染色体(chr I, Chr IIと命名)と､ 185 kbのプラスミド
(pcHqlと命名)､および約30kbと5kbのプラスミドから構成されることが明らかになった｡chr
Iには細菌の染色体の複製開始に必要なDnaAをコードするdnaA遺伝子が存在していたため､本レ
プリコンが主染色体であると考えられたoさらに､ HCH分解代謝に必要な遺伝子群IinA, linB, Zinc
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